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Summary

　　　In　the　observation　of　frequency，10cation，　and　extention　of　cervical　enamel　projection

on　the　maxillary　molar　teeth　of　Indian　skulls，　and　in　the　measure　of　the　distance　between

cervica】1ine　and　alveolar　crest　of　the　maxi】1ary　molars，　the　following　results　were

obtained．

　　　1．Frequency　and　degree

　　　The　cervical　enamel　projection　on　the　buccal　surface　of　first　molars　were　most

frequently　O　degree　in　47．1％，　followed　by　I　degree　in　44．2％，　HI　degree　in　3．4％and　II

degree　in　2．5％

　　　The　cervical　enamel　projection　of　second　molars　were　most　frequently　O　degree　in

40％，followed　by　I　degree　in　29％，　HI　degree　23％and　II　degree　8％．　They　were　most

frequently　found　in　the　maxillary　molar　teeth．

　　　The　cervical　enamel　projection　of　third　molars　were　most　frequently　O　degree　in　58％，

followed　by　I　degree　in　28％，　HI　degree　in　10％and　II　degree　in　3％．

　　　2．Resorption　of　alveolar　crest

　　　The　average　distance　between　the　buccal　cervical　line　and　the　alveolar　crest　of　the

maxillary　frist　molars　were　O　degree　in　2．87㎜，1　degree　in　3．63㎜，　II　degree　in　5．83　mm

and　HI　degree　in　4．27　mm．

　　　The　average　distance　of　the　buccal　side　on　the　maxillary　second　molars　were　O　degree

in　2．36㎜，1　degree　in　2．90㎜，　II　degree　in　3．34　mm　and　M　dgree　in　3．05㎜．

　　　The　average　distance　of　the　buccal　side　on　the　maxillary　third　molars　were　O　degree

2．00㎜，1　degree　2．52㎜，　II　degree　2．50　mm　and　lll　degree　2．83　mm．

　本論文の要旨は第88回日本解剖学会総会（昭和58年4月2日）第16回松本歯科大学学会例会（昭和58年6月11日）および第

25回歯科基礎医学会総合（昭和58年10月2日）において発表された．（（1985年5月2日受理）
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　大臼歯の歯頸部ほうろう突起はPedersen1】｝

（1949）によってEskimoに多いと報告され，ま

たMastersとHoskins7）（1964）によって，90％以

上で盲嚢を形成し，歯周疾患の原因になると報告

されて以来，数多くの調査がなされている。

　我が国でも，村上他9），阿部），岩野2），川崎他6），

加治3），松江他8），恩田他1°）や川崎他5）の研究があ

る。

　しかし，上顎歯頸部ほうろう突起の発育度と，

歯槽突起の吸収との関係や，他人種との比較で不

明瞭な点があるので，次のことを行なった。

　歯頸部ほうろう突起を4段階に分類して他人種

と比較した。すなわち2度，3度に比べて1度は

観察者によって誤差を生じやすいのではないかと

考えたからである。また，歯槽突起の吸収は歯頸

線と歯槽縁間の距離を計測し，吸収の程度を正確

に示した。

材料と方法

　材料は松本歯科大学解剖学教室所蔵のインド人

（Hindoo）頭蓋骨121例に植立した上顎大臼歯で

第1，第2，第3大臼歯と連続して観察出来るよ

う，欠損歯のないものを用いた．

　方法は歯頸部ほうろう突起の発育度による出現

率と歯根の露出度を計測して，その相関関係を調

べた．

　歯頸部ほうろう突起の発育度はMasters，　et　a1．

の分類を主とし，鈴木や村上他らの考えを参考に

して次の様に分けた．0度＝突起のみられないも

の．1度＝突起が根幹のA12をこえないもの．　II度

突起が根幹1／2以上で分岐部に達しないもの．III

度＝突起が分岐部までのびているもの．Ii度＝1

度の先にほうろう島のあるもの，とした（図1，

2，3）．また，歯周疾患による歯槽突起の吸収状

態を知るために，歯頸線と歯槽縁間の距離を計測

した．歯槽縁は様々な形に吸収するが，各々の歯

根の最も多く露出した部位の距離である．計測に

は1／20mmまで計測可能なノギスを用いた．

成 績

1．出現状態

顎骨に植立した上顎大臼歯の隣接面は観察しに
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図1：歯頸部ほうろう突起の分類（］）

　　第1大臼歯＝1度
　　第2大臼歯＝0度

　　第3大日歯＝0度

図2：歯頸部ほうろう突起の分類②

　　第1大臼歯＝II度
　　　第2大臼歯＝HI度

　　第3大臼歯＝HI度

図3：歯頸部ほうろう突起の分類（3）

　　第1大臼歯＝Ii度
　　第2大臼歯＝HI度

　　第3大臼歯＝III度

くく，舌面には歯頸部ほうろう突起は見られない

ので頬面のみを観察した．

　第1大臼歯：出現率は52．9％である．そのうち，
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表1：歯頸部ほうろう突起の出現状態（上顎大臼歯頬面）

右 側 左 側 A口 計
型

6 7 8 6 7 8 6 7 8

0 61（50．41） 49（40．50） 49（57．65） 53（43．80） 48（39．67） 51（58．62） 114（47．11） 97（40．08） 100（58．14）

1 48（39．67） 38（31．40） 24（28．24） 59（48．76） 32（26．45） 24（19．83） 107（44．21） 70（28．93） 48（27．91）

II 3（2．48） 10（8．26） 3（3．53） 3（2．48） 9（7．44） 3（3．45） 6（2．48） 19（7．85） 6（3．49）

m 8（6．61） 24（19．83） 9（10．59） 5（4．13） 31（25．62） 9（10．34） 13（5．37） 55（22．73） 18（10．47）
Ii 1（0．83） 1（0．83） 1（0．83） 2（0．83） 1（0．41）

計 121 121 85 121 121 87 242 242 172

表2－1　歯頸線と歯槽縁間の距離（上顎第1大臼歯頬側）

側 0．50 1．50 2．50 3．50 4．50 5．50 6．50 7．50 8．50 9．50 10．50 ll．50

一
易1

型
n（％） n（％　） n（％　） n（％　） n（％　） n（％　） n（％） n（％） n（％） n（％） n（％） n（％）

N ズ 砺H

0 1（1．64） 15（24．57） 19（31．15） 14（22．95） 8（13．11） 3（4．92） 1（1．64） 61 2．94 1．32

右 1 5（10．42） 18（37．50） 12（25，00） 3（6．25） 6（12、50） 2（4．17） 1（2．08） 1（2．08） 48 3．60 1．86
II 1（33．33） 1（33．33） 1（33．33） 3 5．83 3．51

側 皿 1（12．50） 3（37．50） 2（25．00） 1（12．50） 1（12．50） 8 4．50 1．69
Ii 1（100．0） 1 3．50

0 1（1．89） 14（26．42） 23（43．40） 8（15．09） 3（5．66） 2（3．77） 1（1．89） 1（1．89） 53 2．78 1．50
左 1 8（13．56） 16（27．12） 17（28．81） 8（13．56） S（8．47） 1（1．69） 2（3．39） 1（1．69） 1（L69） 59 4．31 1．42
II 1（33．33） 1（33．33） 1（33．33） 3 5．83 2．52

側 HI 1（20．00） 1（20．00） 3（60．00） 5 3．90 0．89
Ii 1（100．0） 1 2．40

0 2（1、75） 29（25．44） 42（36．84） 22（19．30） 11（9．65） 5（4．39） 1（0．88） 1（0．88） 1（0．88） 114 2．87 1．40
ムロ 1 13（12．15） 34（31．78） 29（27、10） 11（10．28） 11（10．28） 3（2．80） 3（2．80） 1（0．93） 1（0．93） 1（0．93） 107 3．63 1．82
II 1（16．67） 1（16，67） 2（33．33） 1（16．67） 1（16．67） 6 5．83 2．73

計 m 2（15．38） 4（30．77） 1（7．69） 1（7．69） 13 4．27 L42
Ii 1（50，00） 1（50．00） 2 3．00 0．71

1度が44．2％で最も多く，次いでm度が5．4％，II

度が2．5％である．

　第2大臼歯：出現率は59．9％である．そのうち，

1度が28．9％で最も多く，次いでm度が22．7％，

II度が7．9％である．すなわち，上顎大臼歯中最も

高率にみられ，また発育も良好である．

　第3大臼歯：出現率は41．9％である．そのうち，

1度が27．9％で最も多く，次いでm度が10．5％，

II度が3．5％である．すなわち，出現率では上顎大

臼歯の3歯中最も少ないがII度とm度の出現率は

第1大臼歯より多い（表1）．

2．歯頸線と歯槽縁間の距離

　第1大臼歯：歯頸線と歯槽縁間の距離は上顎大

臼歯中最も大きい．

0度の場合は0．5mmから9．5㎜までみられ

る．2．5mmが36．8％で最も多く，次いで1．5mm

が25．4％，3．5mmが19．3％，4．5㎜が9．7％で，

平均2．9㎜である．1度は1．5㎜から11．5㎜

までみられ，2．5㎜が31．8％で最も多く，次いで

3．5㎜が27．1％，1．5㎜が12．2％，4．5㎜と

5．5㎜酪々10．3％で，平均3．6㎜である．II

度は2．5mmから9．5mmまでみられ5．5mmが

33．3％で最も多く，次いで2．5mm，3．5㎜，8．5

㎜と9．5mm酪々1例（16．7％）ずっみられ，

平均5．8mmである．　HI度は2．5㎜から7．5㎜

までみられる．4．5mmが38．5％で最も多く，次い

で3．5㎜が30．8％，2．5㎜が15．4％で，平均4．3

mmである．

　すなわち，0度，1度，II度と歯頸部ほうろう

突起の発育が良くなるに従って歯頸線と歯槽縁間

の距離が増大し，lll度はII度よりやや減少してい

る（表2－1）．

　第2大臼歯：0度では0．5mmから5．5mmま

でみられる．1．5㎜が34．0％で最も多く，次いで

2．5mmが27．8％，3．5mmが14．4％，　O．5　mmが

11．3％で，平均2．4mmである．1度は，1．5㎜

から7．5㎜までみられ，2．5㎜が34．3％で最も

多く，次いで1．5mmが27．1％，3．5mmが21．4％，

4．5mmが10．0％で，平均2．9　mmである．　II度は

1．5mmから6．5mmまでみられ，3．5mmが
31．6％で最も多く，次いで2．5㎜が26．3％，1．5

mmと4．5mmが各々15．8％で，平均3．3mmであ
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表2－2　歯頸線と歯槽縁間の距離（上顎第2大臼歯頬側）

側 0．50 1．50 2．50 3．50 4．50 5．50 6．50 7．50

一
別
型
n（％　） n（％　） n（％　） n（％　） n（％　） n（％　） n（％　） n（％　）

N κ σ”＿1

0 7（14．29） 13（26．53） 14（28．57） 7（14．29） 6（12．24） 2（4．08） 49 2．46 1．37

右 1 12（31．58） 12（31．58） 10（26．32） 2（5．26） 1（2．63） 1（2．63） 38 2．79 1．35
II 1（10．00） 1（10．00） 4（40．00） 3（30．00） 1（10．00） 10 3．80 1．34

側 mIi 1（4．17） 10（41．67） 11（45．83） 1（4．17） 1（4．17） 24 3．21 1．04

0 4（8。33） 20（41．67） 13（27．08） 7（14．58） 3（6．25） 1（2．08） 48 2．25 1．14

左 1 7（14．58） 12（37．50） 5（15．63） 5（15．63） 3（9．38） 32 3．03 1．27
II 2（22．22） 4（44．44） 2（22．22） 1（11．11） 9 2．83 1．22

側 m 5（16．13） 14（45．16） 7（22．58） 4（12．90） 1（3．23） 31 2．92 1．03
Ii 1（100．0） 1 4．50

0 11（11．34） 33（34．02） 27（27．84） 14（14．43） 9（9．28） 3（3．09） 97 2．36 1．26
A口 1 19（27．14） 24（34．29） 15（21．43） 7（10．00） 3（4．29） 1（1．43） 1（1．43） 70 2．90 L31

II 3（15．79） 5（26．32） 6（31．58） 3（15．79） 1（5．26） 1（5。26） 19 3．34 L34
計 m 6（10．91） 24（43．64） 18（32．73） 4（7．27） 2（3．64） 1（1．82） 55 3．05 1．03

Ii 1（100．0） 1 4．50

表2－3　歯頸線と歯槽縁間の距離（上顎第3大臼歯頬側）

側 0．50 1．50 2．50 3．50 4．50 5．50 7．50

一
別
型
n（％　） n（％　） n（％　） n（％　） n（％　） n（％　） n（％　）

N ズ σら＿1

0 13（26．53） 12（24．49） 15（30．61） 6（12．24） 3（6．12） 49 1．97 1．19

右 1 8（33．33） 9（37．50） 3（12．50） 3（12．50） 1（4．17） 24 2．67 1．17
II 2（66．67） 1（33．33） 3 1．83 0．58

側 m 1（11．11） 4（44．44） 2（22．22） 2（22．22） 9 3．06 1．04
Ii

0 10（19．61） 19（37．25） 13（25．49） 6（11．76） 2（3．92） 1（1．96） 51 2．03 1．32

左 1 1（4．17） 10（41．67） 5（20．83） 7（29．17） 1（4．17） 24 2．38 1．03
II 1（33、33） 1（33．33） 1（33．33） 3 3．17 1．53

側 m 3（33．33） 2（22．22） 4（44．44） 9 2．61 0．93
Ii

0 23（23．00） 31（31．00） 28（28．00） 12（12．00） 5（5．00） 1（1．00） 100 2．00 1．25
A口 1 1（2．08） 18（37．50） 14（29．17） 10（20．83） 4（8．33） 1（2．08） 48 2．52 1．10
II 3（50．00） 1（16．67） 1（16．67） 6 2．50 1．26

計 HI 4（22．22） 6（33．33） 6（33．33） 2（11．11） 18 2．83 0．97
Ii

る．lll度はII度と同様1．5㎜から6．5㎜までみ

られ，2．5mmが43．6㎜で最も多く，拠・で3．5

mmが32．7％，1．5mmが10．9％で，平均3．7mm

である．

　すなわち，歯頸線，歯槽縁間距離は第1大臼歯

同様0度，1度，II度と歯頸部ほうろう突起が増

大するに従って増大するが，m度ではII度よりや

や少ない値を示した（表2－2）．

　第3大臼歯：歯頸線と歯槽縁間距離は上顎大臼

歯中最も小さい．0度は0．5mmから7．5mmまで

みられ，1．5mmが最も多く31．0％，次いで2．5

mmが28．0％，0．5mmが23．0％，3．5mmが

12．0％で，平均2．Ommと非常に小さい．1．度は

0、5mmから5．5mmまでみられ，1．5mmが
37．5％で最も多く，次いで2．5㎜が29．2％，3．5

mmが20．8％で平均2．5mmである．　II度は1．5

mmが50．0％，2．5mmと3．5mmが16．7％みら

れ，平均2．5㎜である．HI度は1．5mmから4．5

mmまでみられ，2．5㎜と3．5㎜が33．3％ずつ

で最も多く，平均2．8mmである．

　すなわち，平均値は1度とII度であまり差がな

いが，歯頸部ほうろう突起の増大とともに，歯頸

線と歯槽縁間距離は次第に大きくなる様である

（表2－3，図4，5，6）．
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図4：歯槽突起の吸収の強い例（1）

　　　歯頸線と歯槽縁間距離は

　　M」＝8．2mm，　M，＝5，0mm，　M3＝3，8mm

ξ汐

図5：歯槽突起の吸収の強い例（2）

　　歯頸線と歯槽縁間距離は

　　Mエ＝8．1mm，　M2＝5．5mm，　M3＝4．3mm

卸

図6：歯槽突起の吸収の中等度例

　　歯頸線と歯槽縁間距離は

　　Ml＝4．3　mm，　M2＝4．O　mm，　M3＝3．5mm

図7：歯槽突起の吸収の弱い例

　　歯頸線と歯槽縁間距離は

　　M】＝2：3　mm，　M2＝1．5mm，　M3＝3．6　mm

考 察

1．他人種との比較

　第1大臼歯：1度の出現率はインド人44．2％

で，日本人を調べた，岩野他の46．5％や加治の

43．7％に近い値であり，川崎他の抜去歯11．4％，

頭蓋骨9，5％，米国人3．2％やギリシャ人14．4％よ

り多い．しかし，II度はインド人2．5％で，米国人

の1．1％やギリシャ人の2．3％に近く，日本人の

23．3％～31．1％に比べて非常に少ない．HI度もII

度と同様であり，インド人5．4％，ギリシャ人の

3．1％が最も近い値であり，日本人の9．6％

～25．7％より少なく，米国人の2．0％より多い（表

3－1）．

　第2大臼歯：1度の出現率はインド人で28．9％

であり，日本人を調査した岩野他49．0％や加治

40．0％より少なく，川崎他の抜去歯11．9％，頭蓋

骨22．5％よりやや多く，米国人の5．5％やギリシャ

人2．4％に近く，日本人25．0％～40．9％より少な

い．II度はインド人で22．7％で加治や川崎他の

20．1％～25．4％に近い値であり，岩野他8．3％，米

国人10．8％，ギリシャ人O．8％より多い（表3

－2）．

　第3大臼歯：1度はイソド人で27．9％であり，

米国人の4．5％より非常に多い．II度はインド人

3．5％，米国人3．4％でほぼ同様の値である．III度

はインド人10．5％で米国人の4．3％より多い（表3

－3）．

2．歯槽縁の吸収

　歯頸線と歯槽縁間距離の0度の場合の平均は第

1大臼歯2．9　mm，第2大臼歯2．4mm，第3大臼

歯2．Ommで0．4　mm～O．5　mmずつ後方へと減少

している．

　また，歯頸部ほうろう突起との関係は第1，第

2大臼歯では1度，II度と歯頸線と歯槽縁間の距

離は増大するがIII度でやや減少している．0度と
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表3－1：歯頸部ほうろう突起の他人種との比較（上顎第1大臼歯頬面）

報　告　者 人　　　種
0 1 II III Ii

材　料
n（％） n（％） n（％） n（％） n（％）

計

恩田，峯村 イソド人 頭蓋骨 114（47．11） 107（44．21） 6（2．48） 13（5．37） 2（0．83） 242

加治 日　本　人 抜去歯 44（22．34） 86（43．65） 47（23．86） 19（9．64） 1（0．51） 197

抜去歯 86（48．86） 20（11．36） 41（23．30） 26（14．77） 2（1．14） 176
川崎他 日　本　人

頭蓋骨 22（29．73） 7（9．46） 23（31．08） 19（25．68） 3（4．05） 74

岩野他 日　本　人 生　体 16（15．84） 47（46．53） 28（27．72） 10（9．90）
一

101

Grewe，　et　al． 米　国　人 抜去歯 588（93．93） 20（3．19） 7（1．12） 11（1．96）
一

626

Tastsas，　et　al． ギリシャ人 抜去歯 206（80．16） 37（14．40） 6（2．33） 8（3．11）
一

257

表3－2：歯頸部ほうろう突起の他人種との比較（上顎第2大臼歯頬面）

報　告　者
0 1 II HI Ii

人　　　種 材　料
n（％） n（％） n（％） n（％） n（％）

計

恩田，峯村 インド人 頭蓋骨 97（40．08） 70（28。93） 19（7。85） 55（22．73） 1（0．41） 242

加治 日　本　人 抜去歯 7（6．36） 44（40．00） 34（30．91） 23（20．91） 2（1．82） 110

川崎他
抜去歯 31（28．44） 13（11．93） 36（33．03） 25（22．94） 4（3．67） 109

日　本　人
頭蓋骨 6（8．45） 16（22．54） 29（40．85） 18（25．35） 2（2．82） 71

岩野他 日　本　人 生　体 17（17．71） 47（48．96） 24（25．00） 8（8．33）
一

96

Grewe，　et　al． 米　国　人 抜去歯 561（78。79） 39（5。48） 35（4．92） 77（10．81）
一

712

Tastsas，　et　a1． ギリシャ人 抜去歯 436（88．08） 48（8．69） 12（2．42）’ 4（0。81）
一

495

表3－3：歯頸部ほうろう突起の他人種との比較（上顎第3大臼歯頬面）

報　告　者
0 1 II m Ii

人　　　種 材　料
n（％） n（％） n（％） n（％） n（％）

計

恩田，峯村 インド人 頭蓋骨 100（58。14） 48（27．91） 6（3．49） 18（10．47） 172

Grewe，　et　al． 米　国　人 抜去歯 1772（87。83） 92（4．54） 76（3．35） 88（4．34）
一

2028

II度の距離の差は第1では2倍強，第2では1．5倍

弱と増加する．第3大臼歯では歯頸線と歯槽縁間

距離はIII度が最も大きく，次いで1度，　II度の順

である．0度とHI度の距離の差は1．3倍と増加す

る．

　すなわち，歯頸部ほうろう突起は歯槽縁の吸収

に影響を及ぼすことが分かった．

結 論

　インド人上顎骨121例に植立した上顎大臼歯の

歯頸部ほうろう突起を観察し，次の結果を得た．

　1．出現率

　第1大臼歯は1度が44．2％で最も多く，次いで

HI度が5．4％，　II度が2．5％である．

　第2大臼歯は1度が28．9％で最も多く，次いで

lll度が22．7％，　II度が7．9％である．下顎大臼歯中

最も高率にみられる．

　第3大臼歯は1度が27．9％で最も多く，次いで

III度が10．5％，　II度が3、5％である．

　2．歯頸線と歯槽縁間の距離

　第1大臼歯は0度で平均2．7mm，1度で平均

3．6mm，最大11．5mm，　II度で平均5．8mm，最

大9．5mm，　HI度で平均4．3mmである．

　第2大臼歯は0度で平均2．4mm，1度で平均

2．9mm，最大7．5mm，　II度で平均3．3mm，最大

6．5mm，　m度で平均3．1mmである．

　第3大臼歯は0度で平均2．Omm，最大7．5mm，

1度で平均2．5mm，最大5．5mm，　II度で平均2，5

mm，　lll度で平均2．8mm，最大4．5mmである．

　稿を終わるに臨み，御指導，御校閲を賜った恩

田千爾教授に深謝いたします．
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